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サステナビリティ・ガバナンス
ホシザキでは、ホシザキグループのサステナビリティの取り組みについて議論し、成果と進捗の確認および対策をお
こなう会議体としてサステナビリティ委員会を設置し、長期的にありたい姿の実現に向けて、ホシザキの掲げるマテ
リアリティ（重要課題）の解決に向けた取り組みを強化・推進しています。

 �ホシザキグループサステナビリティ基本方針はウェブサイトをご覧ください。  
https://www.hoshizaki.co.jp/esg/sustainability/management.html

サステナビリティマネジメント

ガバナンス

サステナビリティ戦略

リスク管理

指標と目標

今後のサステナビリティ活動の展開代表取締役社長を委員長とするサステナビリティ委員会を 

2022年６月に設置しています。サステナビリティ委員会は四

半期に１度をめどに開催され、その審議結果を含めて取締役

会に定期的に（原則四半期に1度）進捗報告をおこなうことと

しています。サステナビリティに関する事業リスクはコンプラ

イアンス・リスク管理委員会と共有しており、適宜必要に応

当社グループは、さまざまな社会課題を議論・検討し、６

つのマテリアリティを特定しています。各マテリアリティに対

しては目標、KPIを設定し、課題解決に向けた施策を実行す

ることで経営ビジョンおよび長期的にありたい姿の実現を目

指します。

特定された6つのマテリアリティの解決と経営ビジョン達成

に向けた取り組みを連動させるために、原則として執行役員

を責任者とするマテリアリティWGが目標指標を設定し活動を

推進しています。

各マテリアリティに対応したリスクと機会を考慮し、設定し

たKPIの適時モニタリングおよび関連部署と自社の強みと弱

みを加味した対策を講じ、リスクの最小化と機会の最大化を

目指します。なお、事業活動に関するリスク管理に関しては、

毎月開催されるコンプライアンス・リスク管理委員会の場で、

リスク管理の徹底と迅速な対応を図っています。

サステナビリティ活動の推進に向けた目標と指標に関して

は、6つのマテリアリティの解決に向けた目標と目標値を設定

することで、活動の進捗を評価し実効性を高めています。

経営ビジョンの最終年である2026年に向けて、以下の活

動を中心に経営戦略との同期化を推進します。

●  サステナビリティ戦略と経営戦略の一体化

●  サステナビリティ活動のグローバル展開

●  サステナビリティ情報開示の拡充

じて取締役会に上申することとしています。

サステナビリティ委員会の傘下には、マテリアリティの解

決推進を目的として、マテリアリティごとにワーキンググルー

プ（WG）を設置しています。各WGの責任者は原則として執

行役員が就くものとし、取り組み内容や活動進捗は適宜サス

テナビリティ委員会に報告されます。

2024年 1月
● �マテリアリティWGの活動報告 

・取引先様調査の実施　・CO2排出量（スコープ1&2）削減目標など
● �欧州CSRD対応進捗報告　● �有価証券報告書のサステナビリティ情報開示

2024年 3月

● �マテリアリティWGの活動報告 
・気候変動シナリオ分析（1.5℃シナリオへのアップデートなど） 
・CO2排出量（スコープ1&2）のグローバル削減目標決定　・保守点検先顧客満足度調査実施

● �海外グループ会社のサステナビリティ活動状況　● �欧州CSRD対応進捗報告
● �統合報告書2024の開示内容

2024年 6月
● �マテリアリティWGの活動報告 

・社員の「働きがい」に関する活動
● �欧州CSRD対応進捗報告　● �統合報告書2024の開示内容

2024年 11月
● �マテリアリティWGの活動報告
　・新たな顧客価値の創造への取り組み
● �欧州CSRD対応進捗報告　● �投資家エンゲージメント活動のフィードバック

 2024年度のサステナビリティ委員会の主な審議内容

 活動指針と成果

 今後のサステナビリティ活動の展開
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経営会議 サステナビリティ委員会 コンプライアンス・リスク管理委員会

サステナビリティ委員会事務局

 詳細はp.25-26

 詳細はp.25-26

サステナビリティ委員会を起点に、サステナビリティ戦略と経営戦略の一体化を推進
● マテリアリティ解決に向けたサステナビリティ活動の強化・推進
● サステナビリティ委員会やコンプライアンス・リスク管理委員会でのモニタリングによる活動の適正化

サステナビリティ活動のグローバル展開
● 気候変動・人的資本開示などへの実行体制の構築と推進
● カーボンニュートラルに向けたグループ行動計画の策定

サステナビリティ情報開示の拡充

グループ・ガバナンス
グループ・ガバナンスの強化に当たり、国内および海外それぞれに活動指針を定め取り組んでいます。国内ガバナ
ンスにおいては、業務効率化の基礎となる販売会社間接業務の標準化に着手するなど、国内販売会社の統制環
境におけるさらなる効率化を進めます。海外ガバナンスにおいては、グローバル統制環境の整備を進めており、
本社機能の強化、地域統括機能の最大限の活用を図ります。

活動指針 2024年度における成果

国内ガバナンス強化 国内販売会社の統制環境に
おけるさらなる効率化

●  監査領域の拡大（監査項目、グループ会社）
●  業務効率化の基礎となる販売会社間接業務の標準化着手

海外ガバナンス強化
グローバル統制環境の整備：
本社機能および
地域統括機能強化

●  監査領域の拡大（監査項目、グループ会社）
●  海外ERP導入支援
●  地域統括機能の配置および内部統制などの機能強化
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